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はじめに

富士山エコレンジャー連絡会 会長 仁藤浪

富士山エコレンジャーは富士山の自然環境を保全するために、昨年度の「トレイルラン植生保全環境調査報

告書」で、トレイルラン・レースの影響が大きい登山道のコース変更を主催者にお願いした。一方、静岡県は

植生調査に基づく絶滅危惧種の生息地と須山口下山歩道 1.5合目から幕岩上までの世界文化遺産の構成

資産区間についてコース利用の中止を要請した。それを受けて実行委員会は、2012年と同様にスカイライン

舗装道を使用するようコース変更した。

私達は、本年度もトレイルラン・レースの影響をモニタリングした。水ヶ塚公園から下の須山口登山道の本年

度調査では、前回までの調査と比べていくつかの変化があった。

(1)過去 2回の大規模連続踏圧とその後の降雨による土壌侵食で通過しづらくなった踏み跡を避け、新たに

表土層の破壊や植生損傷を起こし、登山道の拡幅や複線化となった部分が見られるようになった。不可逆的

な土壌流出などその影響拡大が明確になった。

(2)本年度より、荒廃箇所と比較的影響が少ない箇所との立地条件を比較した。中でも登山道の傾斜に注目

した。主な荒廃箇所は傾斜10度以上の登山道にみられた。傾斜5度までの平坦な登山道区間では比較的影

響は少なかった。

(3)本年度初めて主催者による環境調査地点が明らかとなった。土壌硬度などの計測地点は、傾斜 5度以内

の平坦地で比較的影響が少ない場所だった。

(4)私達の調査中、地元関係者の方によるトレイルラン・レース後のパトロールに度々出会った。地元関係者

の方は、異口同音に大規模レースによる登山道や周辺の自然環境への影響拡大を危惧していた。多くの

方々が富士山の自然環境を大切にしたいと行動している。

私達は今後とも、レースの影響を継続的にモニタリングし、結果を広く共有していきたい。人為による土壌侵

食や植生変化などを専門家に調査を委ねることを官庁にお願いしたい。

富士山憲章

1 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

1 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

1 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

1 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

1 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成 10年 11月 18日

静岡県・山梨県
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土人形斜面 (傾斜 24～34度)の経過例 (詳しくは写真資料 28頁～31頁参照)

(2012/5/16 第 1回 UTMF通過前) (2012/5/20 第 1回 UTMF通過後)

(2013/4/28 第 2回 UTMF通過後、拡幅、複線化) (2014/4/26 第 3回 UTMF通過後、拡幅複線化)

3. 須山口登山歩道の主催者環境調査地点

2014年トレイルラン・レースの水が塚公園から標高 1,205m地点までのコース上で、主催者による調査地点

10箇所(下記地図の U1～U10)を調査標識(白)で確認した。直前のコース変更で U1～U4は通過していない。

(コース上の主催者調査地点 ) (2014/4/23 通過前、U8、U9で土壌硬度計測)

U8、U9で土壌硬度調査していた主催者側調査員と会話した。かれらは、「ニュートラルな立場で、調査地点

は実行委員会が指定している」と話した。土壌硬度の調査は、登山道の横断向に数十 cmおきに計測し、3列

あるのでこの地点だけで計 20数点土壌硬度を測定したことになる。また、他の調査測定地点も、比較的平坦

な場所で連続踏圧や土壌侵食の影響が少ない。事前に主催者が指定している調査箇所は、影響が起きやす

い傾斜地が避けられている。これでは、影響箇所が見過ごされてしまい、適切な保全対策は期待できない。

主催者側調査員












